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(昭和45年� 8月1日現在)

交
通
共
済
申
込
期
限
は

9
月
初
日
ま
で
グ

交
通
共
済
に
家
族
み
ん
な
で

加
入
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か

交通災害共済� 

1人 180円

83  11 
2 3 5 

交
通
戦
争
は
日
増
し
に
激
し
き
を

加
え
、
町
内
で
も
交
通
事
故
に
あ
う

方
が
次
第
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
、
だ
れ
が
、
ど
ん
な
交
通
事

故
に
あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

町
の
交
通
災
害
共
済
は
、
安
い
掛

金
で
、
み
ん
な
が
助
け
合
う
制
度
で

す
。
家
族
み
ん
な
で
加
入
し
て
安
心

し
た
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
期
隈
は
九
月
三
十
日
ま
で
で
、

加
入
期
間
は
十
月

一
日
か
ら
翌
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
半
年
間
で
す
。

ま
だ
申
し
込
ま
れ
て
い
な
い
方
は

九
月
末
ま
で
に
町
役
場
住
民
課
で
加

入
し
て
く
だ
さ
い
。

発行所 勝 浦 町 発行者 勝浦町長 中 田 森 蔵 編集者 住民課広報係 印刷所 森本印刷

一
、
酒
気
帯
運
転
に

関
す
る
規
正
と
罰

則
の
強
化
。
酒
類

を
飲
み
少
し
で
も

酒
の
に
お
い
が
す

る
状
態
で
逮
転
し

で
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
だ
け
で
な
く

運
転
者
に
酒
を
す

す
め
た
交
通
安
全

管
理
者
も
同
罪
と

な
り
ま
す
。
そ
れ

と
同
時
に
鵬
首
察
官

が
呼
気
検
査
(
風

台
風
の
お
見
舞
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

船
)
を
す
る
の
を
こ
ば
ん
だ
場
合

も
処
罰
さ
れ
ま
す
。
そ
の
罰
則
に

つ
い
て
は
、
酒
酔
い
運
転
は
以
前

は
三
カ
月
以
下
の
懲
役
、
三
万
円

以
下
の
罰
金
で
あ
っ
た
の
が
今
回

は
二
年
以
下
五
万
円
以
下
の
罰
金

と
な
り
、
酒
気
帯
の
場
合
で
も
三

カ
月
以
上
の
懲
役
、
三
万
円
以
下

の
罰
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
改
正
趣
旨
は
、
飲
酒
運
転
の

危
険
性
に
つ
い
て
国
民
が
十
分
に

認
識
し
(
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
。
乗

る
な
ら
飲
む
な
)
と
い
う
習
慣
を

確
立
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

二
、
少
年
の
場
合
で
も
交
通
切
符
を

発
行
し
、
反
則
金
を
取
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
た
と
え
少
年
で
も

車
を
運
転
す
る
以
上
、
成
人
と
同

様
の
責
任
を
負
わ
し
少
年
の
交
通

違
反
防
止
を
は
か
つ
て
い
ま
す
。

三
、
そ
の
ほ
か
じ
ぐ
ざ
ぐ
運
転
、
割

り
込
み
、
追
い
越
し
禁
止
等
の
強

化
や
交
通
巡
視
員
制
度
の
新
設
、

歩
行
者
な
ど
の
保
護
強
化
や
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
も
大
型
免
許
で
な
け
れ

ば
運
転
で
き
な
い
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

勝
浦
町
の
運
転
手
の
み
な
さ
ん
交

通
法
規
を
守
っ
て
安
全
運
転
を
行
な

い
事
故
を
な
く
し
、
罰
金
を
払
わ
な

い
よ
う
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

横

瀬

駐

在

湯

浅

部
長
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O
倒
伏
防
止

台
風
対
策
に
つ
い
て


産

業

課

今
年
も
台
風
時
期
が
来
ま
し
た
、

気
象
台
発
表
の
長
期
予
報
は
次
の
よ

う
で
す
。
高
松
気
象
台
発
表
四
国
地

方 
9
月
、
日
月
の
予
報

9
月
上
旬
か
ら
中
旬
初
め
に
か
け

て
は
、
残
暑
が
き
び
し
い
で
し
ょ
う
。

月
半
ば
頃
を
中
心
に
、
秋
雨
が

降
り
易
く
な
る
見
込
み
で
す
。
下
旬

は
移
動
性
高
気
圧
に
お
主
わ
れ
て
、

晴
天
が
多
い
で
し
ょ
う
。
台
風
が
一 

二
個
上
陸
、
又
は
接
近
し
、
そ
の

内
一
個
は
大
型
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
気
温
は
並
又
は
や
、
高
く
、
雨

量
は
平
年
並
で
し
ょ
う
。

日
月
、
上
旬
は
日
本
の
南
に
前
線


が
停
滞
し
曇
雨
天
が
多
い
見
込
み
で


す
。
そ
の
後
天
気
は
周
期
的
に
か
わ


り
、
き
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ


る
日
が
多
く
な
り
ま
し
ょ
う
。
気
温


は
平
年
並
、
雨
量
は
瀬
戸
内
側
が
並


又
は
や
首
少
な
く
大
平
洋
側
が
平
年


並
で
し
ょ
う
。


技
術
対
策

土
壌
流
亡
防
止

幼
木
等
の
カ
イ
ヨ
ウ
病
対
策

例
成
木
園
の
黒
点
病
対
策

二
、
水
稲

冠
水
田
は
す
み
や
か

に
排
水
に
努
め
る
と

共
に
流
木
、
ゴ
ミ
等

の
除
去

O
新
根
の
発
生
を
促
す

た
め
新
し
い
水
と
入

れ
か
え
る
。

O
病
害
虫
対
策

川
シ
ラ
ハ
ガ
レ
病

同
サ
ン
ケ
ル
粉
剤

イ
モ
チ
、
ヨ
コ
パ

て
診
察
を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
御
案

内
致
し
ま
す
。

ロ
外

科
八
月
介
二
号
に
て
お
知
ら
せ
し
た

固
勝
浦
病
院
の
院
長
交
替
に
つ
い
て

勝
浦
病
院
長
漆
田
洋
先
生
は
昭
和


四
十

一
年
八
月
よ
り
着
任
し
町
民
の


医
療
向
上
に
努
力
き
れ
て
参
り
ま
し


た
が
八
月
末
日
を
も

っ
て
退
職
し
そ


の
後
任
院
長
に
現
徳
島
市
民
病
院
内


科
医
長
太
田
重
慕
先
生
が
九
月

一
日


よ
り
勝
浦
病
院
長
に
着
任
さ
れ
ま


し
た
。
太

田
先
生
は
徳
大
半
で
臨
床
経
験

十
余
年
、
徳
島
大
学
介
二
内
科
講
師

等
大
学
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
し

か
も
診
療
に
つ
い
て
は
非
常
に
熱
心

な
先
生
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
安
心
し

集
水
、
排
水
講
の
整
備

根
部
の
積
土

ω例
幼
木
等
の
支
柱

。
枝
折
れ
防
止

荒
縄
に
よ
る
各
枝
の
結
束

。
薬
剤
散
布 

ωω

つ
い
て
は
、
早
自
に
役
場
産
業
課
に

報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

通
り
毎
日
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時

ま
で
(
毎
週
火
明
日
、

土
鴫
自
の
午

前
中
は
医
師
不
在 
)
、
土
曜
日
の
午

後
よ
り
月
曜
日
の
朝
ま
で
は
外
科
医

師
が
宿
直
、
日
直
を
担
当
し
て
い
ま

す
の
で
御
利
用
下
さ
い
。

固
産
婦
人
科

八
月
よ
り
十
一
月
ま
で

月
明
日

(黒
部
又
は
香
山
医
師 
)

金
岨
日
(
磯
島
助
教
授
)

午
前
九
時
三
十
分
よ
り
午
後
二
時
ま

で
、
初
診
又
は
診
察
を
受
け
る
方
は

時
間
内
に
来
院
し
て
下
さ
い
。

一
、
入
院
設
備
(
病
室
)
の
改
善
に

つ
い
て

す
ぐ
来
院
し
て
下
さ
い
。

尚
、
以
前
に
マ
ム
シ
血
清
を
さ
れ

た
こ
と
の
あ
る
方
は
そ
の
旨
必
ず
医

師
に
伝
え
て
下
さ
い
。
(
事
務
長
)

台
風
に
よ
る

洪
水
被
害
に
よ
る

衛
生
に
つ
い
て

厚

生

課

今
年
も
早
や
台
風
九
号
が
先
日
襲

来
し
ま
し
た
が
今
年
は
新
聞
、
ラ
ジ

オ
に
よ
る
広
報
に
よ
れ
ば
大
き
い
台

風
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

備
え
て
洪
水
に
よ
る
浸
水
後
の
処
置

と
し
て
先
づ
芳
一
に
水
を
は
か
し
て

乾
燥
さ
せ
る
事
が
先
決
問
題
で
す
。

そ
の
あ
と
石
灰
を
床
下
、
土
問
、
便

所
等
に
散
布
す
る
こ
と
。
床
上
、
畳

は
三
%
ク
レ
ゾ
ー
ル
水
で
清
拭
し
て

下
さ
い
。
そ
の
他
消
毒
は
役
場
厚
生

課
へ
ご
連
絡
下
さ
れ
ば
現
場
に
参
り

ま
す
。日

本
脳
炎
発
生

予
防
に
つ
い
て

生

暑
さ
も
幾
分
凌
ぎ
よ
く
な
り
、
こ


れ
か
ら
夏
ば
て
の
季
節
で
す
。


回
固
め
水
も
蚊
の
発
生
源
と
な
り
庭


木
の
間
に
楼
怠
す
る
蚊
等
私
達
人
閉


め
疲
労
の
す
き
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す


予
防
と
し
て
、


ー
、
日
本
脳
炎
を
媒
介
す
る
蚊
(
コ


一
町
内
で
は
勝
浦

l

ガ
タ
ア
カ
イ
エ
蚊
)
に
か
ま
れ
な
い

い
」
病
院
の
み
配
置

よ
う
に
す
る
。

一

一

-

2
、
睡
眠
を
充
分
と
る
こ
と
。

3
、
栄
養
が
か
た
よ
ら
な
い
こ
と
。

パ 

ル
粉
剤

き
る
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
を
備
え
つ
け
ま

し
た
の
で
、
入
院
さ
れ
る
方
は
非
常

に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

一
、
夜
間
、
日
曜
、
祝
日
の
診
療
に

つ
い
て
。

夜
間
診
療
等
勤
務
時
間
外
の
診
療

に
つ
い
て
は
当
直
医
師
が
唐
り
ま
す
。


め
で
、
当
直
医
師
の
専
門
外
の
患
者
で


あ
っ
て
も
診
察
致
し
ま
す
の
で
、
何


時
で
も
気
軽
に
御
来
院
下
さ
い
。


一
、
現
在
従
事
し
て
い
る
病
院
正
規

職
員
は
次
の
通
り
で
す
。

院

長

太

田

翠

鶏

小
児
科
医
長
戸
井
千
枝
子

薬

局

長

田

上

成

信

診
療
放
射
線
技
師
津
野
熊
誠
一

臨
床
検
査
技
師
小
松
繁
春

栄

養

師

長

木

和

子

婦

長

藤

原

松

子

看

竣

婦

堀

田

静

子

鎌

回

邦

江

坂

部

昭

美

浅
田 
7

モ
ル
前
回
ヤ
ス
子

中
陽 
7

チ

子

林

ツ

ヤ

子

田

上

ミ

ツ

ギ

岡

本

高

子

事

務

長

竹

田

貞

美

係

長

三

木

敬

一

主

事

補

福

徳

ヤ

ス

エ

岱

記

秋

本

恵

美

子

美

馬

克

康

井

原

光

子

調

理

員

倉

瀬

静

子

阿

部

キ

サ

カ

呑

口

好

子

内

務

員

河

野

夏

子

隔

離

内

務

長

上

西

定

一

医
療
の
豆
知
職

寸
ぺ
イ
リ
川
川

一
マ
ム
シ
血
清

ロ
い
い
川
川

υ

マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
時
は
一
秒
を

あ
ら
そ
い
ま
す
の
で
血
止
め
を
し
て 

ィ
、
ウ
ン
カ

・
キ
タ
ジ
ン 
P

会
入
院
室
に
詰
所
と
直
接
対
話
で

付
刈
取
り
前
対
策

成
熟
期
に
近
い
物
は
早
目
に
刈
取
る
。

今
年
は
大
型
台
風
の
接
近
予
想
も

あ
り
ま
す
の
で
、
農
作
物
の
被
害
に

MUS04
テキストボックス
勝浦病院だより

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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保
険
会
社
を
窓
口
に
し
て
、
被
害
者

が
直
接
情
求
す
る
場
合
と
同
じ
で
す
。

た
だ
し
治
療
費
、
そ
の
他
に
つ
い
て

健
康
保
険
、
労
災
保
険
か
ら
給
付
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
保

険
を
差
し
引
い
た
分
が
補
償
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
損
害
賠
償
の
謂
求
権
の
時
効

は
二
年
間
で
す
が
、
本
来
の
請
求
権
、

即
ち
加
害
者
に
対
す
る
賠
償
情
求
権

の
時
効
は
、
被
害
者
ま
た
は
そ
の
法

こ
の
事
業
に
心
か
ら
奉
仕
せ
ら
れ
た

会
員
も
寄
る
歳
浪
に
は
勝
て
ず
、
現

在
で
は
、
植
樹
は
成
績
良
好
で
す
が
、

し
ば
ら
く
は
下
草
刈
除
き
の
大
切
な

仕
事
が
あ
り
、
会
員
一
同
が
心
痛
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
雇
傭
者
で
や
る

と
な
る
と
財
源
が
な
く
、
結
果
は
孫

の
木
で
す
か
ら
何
分
皆
様
方
の
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
昭
和
四
十
年
十
一

月
県
社
協
役
員
会
の
発
識
に
よ
る
も

の
で
、
長
寿
会
役
員
会
は
、
鶴
林
寺

っ
た
時
き
か
ら
三
年
、
不
法
行
為
の

山
林
の
借
り
受
け
を
計
画
し
、
交
渉

年
で
す
。

の
結
果
、
鷲
が
尾
二
一
番
地
の
五
町

八
反
四
畝
二
四
歩
を
昭
和
九
十
一
年

二
月
ま
で
の
五
十
年
間
借
り
受
け
る

分
収
契
約
書
を
取
り
交
し
、
会
員
の

奉
仕
に
よ
り
施
行
す
る
こ
と
に
決
定

し
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
三
月
に
栽
植
奉
仕

一
一
七
名
、
桧
、
杉
四
千
本
を
植
樹

四
十
二
年
三
月
に
は
奉
仕
人
員
一

九
名
、
三
、
五 

本
の
桧
、
杉
を
、

栽
植
、
四
十
三
年
一
三
名
が
五

0
0

本
を
補
植
。

次
に
、
下
草
刈
り
、
施
肥
に
は
、


四
十
二
年
七
月
に
四
四
名
、
四
十
三


年
に
五
九
名
、
四
十
四
年
九
月
に
五


名
奉
仕
し
約
半
分
を
済
ま
せ
、
残


り
を
傭
人
夫
四
万
円
を
払
っ
て
完
了


さ
せ
ま
し
た
。


奉
仕
者
延
人
員
三
九
二
名
と
手
間

替
り
に
現
金
奉
仕
一

二
名
が
あ
り
、

肥
料
も
三
年
間
に
六 

袋
を
使
用
し

ま
し
た
。
な
お
こ
れ
か
ら
の
管
理
に

つ
い
て
も
労
力
や
経
費
が
か
な
り
必

要
で
す
。
よ
ろ
し
く
御
良
察
の
程
お

願
い
し
ま
す
。

接
、
損
害
賠
償
の
楕
求
が
で
き
ま
す
。

自
賠
法
の
保
険
金
で
請
求
で
き
る

も
の
は

看
護
料
、
通
院
料
等
を
含
む

治
療
費

治
療
期
間
中
に
於
け
る
補
償

資政
令
で
定
め
ら
れ
た
、
後
遺

障
害
の
残
っ
た
場
合
の
障
害

補
償
資

死
亡
の
場
合
に
お
け
る
損
害

が
あ
り
ま
す
。

被
害
者
が
、
直
接
保
険
会
社
に
被

害
賠
償
を
請
求
す
る
費
用
は
、
治
療

費
、
葬
儀
費
、
そ
の
他
当
座
の
費
用

に
あ
て
る
た
め
の
仮
渡
金
で
す
。
保

険
金
、
仮
渡
金
の
支
払
限
度
は
次
表

の
と
お
り
で
す
。

d C b a

-
】
ん
な
行
政
相
談
が


J

ア
申
出
の
内
容

私
の
母
は
、
帰
宅
途
中
、
パ
ス
に

乗
っ
た
が
、
座
席
に
座
わ
る
前
に
急

に
発
車
し
た
た
め
、
転
倒
し
て
腰
を

強
く
打
っ
た 

降
車
の
際
は
あ
ま
り

自
覚
症
状
が
な
か
っ
た
が
、
帰
宅
と

同
時
に
強
く
痛
み
出
し
た
の
で
、
さ

っ
そ
く
警
察
に
事
故
と
し
て
届
出
て

お
い
た
。
パ
ス
会
社
か
ら
は
、
何
の

O

話
も
な
い
が
、
現
に
私
の
母
は
医
師

の
も
と
で
治
療
を
し
て
い
る
の
で
そ

の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
。

イ
委
員
の
判
断
と
措
置
な
ら
び
に

結
果

申
出
を
受
け
た
委
員
は
、
こ
の
よ

う
な
車
内
事
故
も
、
自
動
車
損
害
賠

償
保
険
の
対
象
と
な
る
の
で
、
も
し

パ
ス
会
社
が
、
こ
の
ま
も
放
置
し
て

い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
保
険
金
を
保
険

会
社
に
直
接
請
求
す
る
よ
う
に
と
教

示
し
た
。

そ
の
後
申
出
人
は
、
パ
ス
会
社
か


ら
何
の
話
し
合
い
も
な
い
の
で
再
び


委
員
に
相
談
し
て
来
た
。
委
員
は
た


だ
ち
に
保
険
金
請
求
の
手
続
き
を
と


る
よ
う
に
教
示
し
、
こ
の
旨
を
パ
ス
会


社
に
連
絡
す
る
こ
と
を
助
言
し
た
。


こ
の
結
果
、
パ
ス
会
社
か
ら
申
出


人
に
対
し
て
治
療
金
額
と
、
見
舞
金


五
万
円
を
負
担
す
る
と
の
申
し
入
れ


が
あ
り
、
申
出
人
は
こ
れ
を
了
承
し


た。

一 

万
円
単
位
で
保
険
金
の
内
払
い


ウ
関
係
法
令


自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法

徳
島
行
政
監
察
局

こ
の
法
律
の
目
的
は
、
自
動
車
の

運
行
に
よ
っ
て
人
の
生
命
ま
た
は
、

身
体
が
書
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
損

害
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
を
確
立
す

る
こ
と
に
よ
り
被
害
者
の
保
護
を
図

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
自
動
車
は
、
賠
償
保
険

に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
交
通
・

事
故
の
被
害
者
は
、
加
害
者
と
交
渉

し
て
も
相
手
方
に
誠
意
が
な
く
、
補

償
が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
加
害
者
が

契
約
し
て
い
る
損
害
保
険
会
社
に
直

定
代
理
人
が
損
害
及
ぴ
加
害
者
を
知

と
き
か
ら
二

エ
苦
情
の
発
生
し
た
原
因
と
解
決

策
本
事
例
は
、
パ
ス
運
転
者
の
乱
暴

な
運
転
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
乗
客
を

(
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
一
日
よ
り
施
行
)

者傷 区一 死
一害 人亡
人を にし
に受 った
っけ

き者 内
きた

償保

に死死

(ロ) (イ)(ロ) (イ)
金後 金)険

ょに 亡
<7)~、五る至五に寄五一症遺に五に 限ま� 

員
害

立l

で
き

求

ot員る� OよO九万Oよ� 度た万筈ま� Oる

万円よ円害損
O万る

で万損� 
円かるま f
まら f員で

の円害�  
で傷ま

害で 賠害て・

万
円

円
ま

る(仮波日いの万傷書 )彼数ま三円
害仮、めーす段金な

傷害

者五

し日たに 
  
o~階五万程度

の渡

)以内 だ分円に
O 

み

しけ、よ 椅金
の、らーり 

場千古れ万一

合療て円 O


ま
た
、
け
が
が
な
か
な
か
全
治
し

き
ま
す
。

な
い
で
、
治
療
費
が
多
額
に
な
る
と

き
は
、
示
談
解
決
の
前
で
あ
っ
て
も

ひ
き
逃
げ
さ
れ
て
加
害
者
が
判
ら

な
い
時
、
盗
難
車
に
よ
る
事
故
、
無

保
険
車
に
よ
る
事
故
の
場
合
は
、
政

府
が
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
範
囲

内
で
補
償
し
ま
す
が
、
そ
の
手
続
は 

放
置
し
て
い
た
た
め
に
生
じ
た
苦
情

で
す
。
自
動
車
事
故
は
一
般
的
に
は
、

車
と
車
と
の
衝
突
と
か
、
車
に
人
が

牒
か
れ
た
と
か
、
と
い
っ
た
事
故
で

あ
り
ま
す
が
、
自
動
車
内
の
事
故
、

た
と
え
ば
、
こ
の
事
件
の
よ
う
に
転

倒
し
た
と
か
、
あ
る
い
は
椅
子
に
衝

突
し
た
と
い
う
事
故
で
も
、
こ
の
事

故
に
よ
っ
て
運
転
者
以
外
の
者
が
負

傷
、
死
亡
等
の
損
害
を
受
け
た
場
合

も
、
同
様
、
自
賠
法
の
対
象
と
な
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

ー
行
政
管
理
庁
編
集
資
料
よ
り

孫
の
木
植
樹

横
瀬
連
合
長
寿
会
の
一
大
事
業
と

し
て
。
孫
の
木
植
樹 

を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
老
人
と
い
え
ど
も
、
や
れ

ば
や
れ
る
と
意
気
ご
ん
で
い
ま
す
が
、

H

l

o 
横
瀬
連
合
長
寿
会

。
。

の
請
求
(
加
害
者
被
害
者
ど
ち
ら
で

も
請
求
出
来
る
)
を
す
る
こ
と
が
で
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昭和45年� 9月 5日 か て〉 つ ら 第 3号 (4)

¥ー

にJ

生徒を通じて配布していました献立表をここに掲載しました。せいぜい御活用下さい。なお，給食につ

いて御意見或は料理の作り方などについての質問や問い合わせは TE L3096にお申� L下さい n

昭和45年� 9月 献 立 予 えrL己声 表 勝浦町学校給食センター�  l

日 日程 ノマ ‘/ 牛 字L お カ通 ず お ヵ、 ず イ吏 用 材 料

火 第� 2 学期始業�  

2 水
食 ノマ ン スバゲティ・ミートソース和え スバゲティ，肉合低玉葱，人参，ケチャ� yプ

マーガリ ン
牛 字L

すいか グリンピース，ソース，油，すいか

木
食 ノマ ン 魚フフイボイルキャベツ 寒自天身缶魚，スチ� yク，みtか由，キャベツ， カレンーゴ粉� 

3 〉‘/・� t. 
11 

みつまめ
もも缶 ん缶バナナリ

ヤ
干ぶどう ，"'V'_ .....， 

4 金
コッペノマン�  

11 
カレーシチュー じゃがいも，玉葱、人参，カレールウ，豚肉ー

〉‘〆・ ヤ� t. 春雨コ*マ酢和え 治，春雨，胡瓜，白ゴマ，酢，ソーセージ

月
食 ノマ ン ひJやむき。 ひやむぎ，煮干，干しいたけ，板付，卵

7 
マーカドリン

11 
くだもの えぴ，青葱，醤油，梨� 

B 火 あんノマン 11 おにしめ
こんにゃく，ちく輪，巻こんぷ，あんぺん

れんこん，煮干，醤油� 

9 オく
食 ノマ� J‘〆 親子妙め じゃがいも，人参，玉葱繕肉，卵，キャベツ� 

11 
マーカf リン うどんのぬた� t由， うどん，葱，箸布，味噌，砂告書..員

木
食 ノマ ン 士少り豆腐 豆腐，人参，豚肉，玉葱，キャベツ，卵

10 チョコマーガリン� 
/1 

フ。リン 油，醤t由，形棺，プリン， ミルク� 

11 金
コッペノマン�  

/1 
かきたま 汁 卵，誇肉塩豆腐，大根蹴 脊葱，議

〉、〆司F 

L‘ 煮豆 くだもの
だし� .'Illi'1由，金時豆，膏切こんぷ， 肉

ヤ こ:I!う，こんにゃく� 

14 月 .b:'どうノマン /1 
ソーセージバター焼き ソーセージ，マーガリン.7カロニ.胡瓜

マカロニサラダ キャベツ，干ぶどう，みかん(缶).マヨネーズ 

15 火 翌日 奇文 老 グ〉 日� 

16 水 食 ノマ ン
牛 手L

コロッケ 梓 ニ 糸 コロ� yケ(冷凍).揚油，春雨.人参， ソーセージ
ン、.

キ'� L‘ ベーコン油妙め もやし，サラダ池，酢，ベーコン，玉葱，キャベツ� 

17 木 食 ノマ ン 鯖空揚あんかけ 鯖，小麦粉，揚油，街(ifr) • 玉葱，牛ミンチ 
/1 

チョコマーガリン くだもの 人参.グリンピ一人もやL.でんぷん，醤油，だし粉� 

18 金
コッペノマ ン�  

/1 
ウィンナー 胡瓜清漬 ウイ‘ンナー，油，胡瓜

ン、e キ， ぷ内 じゃカ旬、もフライく� fごもグ〉 じゃがいも(冷凍)，梨� 

21 月
食パン�  

/1 
甘諸と豚 肉 の 照 煮 さつまいも，油，豚肉，生萎，キャベツ

マー ガ�  1) ン ゆで卵 青葱，白コeマ，醤油，砂糖，卵� 

22 火� f場 ノマ ン� /1 
豚� j十 豚肉，若布，卵，南瓜，焼ふ
くだもの 煮干，味噌， リンゴ� 

23 7.K ーョ キ火 分 グ〉 日� 

24 木 食 ノマ ン
牛 字L

マカロニホワイトソース煮 マカロニ，鶏肉，キャベツ，人参，玉葱

千ョコマーガリン 竹輪照煮 小麦粉，油， ミルク，竹輪，醤油，砂糖� 

25 金
コッ�  Jてノf ン� 

" 
魚、フフイキャベツ付合 魚フフイ(i令凍)，キャベツ，揚油

〉、〆守

ア� t. なすしぎ焼 なす，i由，味噌，彬噛， こんにゃく� 

28 月 食パン�  
/1 

焼 豚 豚肉，油，醤油，マヨネーズ，ハム，百月瓜

マーガ�  1) ン ポティトサラダ じゃがいも，キャベツ，リンゴ，スパゲティ� 

29 火 食 ノマ ン 焼そば そば，キャベツ， もやし，鶏肉，油� 
/1 

〉、;
考'� t. おひたし ソース，けずり粉，青菜， ゴマ� 

30 7.K 食 ノマ ン チキンサフダ 鶏肉，マロニー，トマト，キャベツ，胡瓜� 
/1 

チョコ� 7--11リン お汁粉 リンスマヨネーズ，小豆，砂糖，もち粉

才知 残暑の今ごろは食べものを作るにも苦労する時節ですし，暑い夏で食欲も落ち，体も弱っていま�  

h す。児童生徒の体は四季を通じて大へん発育しています。そのためには体を維持する栄養と成長す

家 るための栄養が必要でバランスのとれた食事を要求しています。

学校給食の基準量はこの様な成長期の子供を考えて定められており，献立はその栄養を充分に満

族 すよう考意し，発育を促すよう調和のとれた献立を工夫しています。御家庭におきましても栄養の 


バランスを考え，そ・の臼の給食材料と代ったものを朝夕の食卓にのせて頂きたいと思います。 
  

J¥ 夏負けを取り返すためにも食べものはかたよらず，いろんなものをたくさんたべるようにして下さい。 


MUS04
テキストボックス
献立予定表

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



Jコ 7 ら� 昭和45年 9月5日

U
U1

圏
�
 

カミ第 3号(5) 


は
ヲ

日
釘

干

調勢@
 


域 寛 〆・¥

小
谷

幻

1
2

おm
i
1
m--

i
I
 

出

1
1

詑

1
1

M--

m
i
I

お
1
1

日ぬ

u--
l
l

お
1
1

ぬ
1
2

ω
1
1

引

1
1

555453525150494847464544434241 
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ 
222  1 221  1 111  1 1 1 1 

鶴
本
ミ
ヤ
ノ

中

角
生

名
棚

野

立

川

花

房

匡

子

小
川
キ
ク
エ

伊

丹

康

恵

中
井
清
二
郎

岩
本
フ
サ
エ

幸

山

園

子

竹
田
イ
ソ
子

広
安
美
枝
子

橋

本

照

子

つれ】� 
4
3
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ゐ4
t
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R
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3
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1
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叩

m--
l
I

名国野

前
田
エ
ミ
子

中
西
チ
ズ
ミ

松
田
キ
ク
エ

白
草
モ
ト
子

石

田

絹

子

坂
本

横
瀬

横
瀬

生
名

横
瀬

与
川
内

中
山

泉石谷時大橋吉
花脇本西本守

貯

蓄

実

践

坂
本
地
区
を
指
定

県
下
の
貯
蓄
グ
ル
ー
プ
活
動
の
モ

デ
ル
的
地
域
と
し
て
適
当
で
あ
り
、

他
へ
影
響
す
る
こ
と
も
大
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
、
徳
島
県
貯
蓄
推
進
委
員

会
よ
り
勝
浦
町
坂
本
東
貯
蓄
実
践
地

区
が
昭
和
四
十
五
年
八
月
一
日
か
ら

昭
和
四
十
八
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

三
ヶ
年
間
指
定
さ
れ
た
。

つ
い
て
は
今
後
県
下
の
貯
蓄
推
進

に
あ
た
り
先
導
的
役
割
り
を
果
た
き

れ
他
地
区
へ
の
模
範
と
な
ら
れ
る
よ

う
期
待
す
る
。

産
業
課

選
挙
人
名
簿
の
登
録
簿

町
選
挙
管
理
委
頁
会
で
は
、
九
月

一
日
現
在
に
よ
っ
て
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
者
(
満

二
十
歳
以
上
の
者
で
引
続
き
三
ヶ
月

以
上
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
)
の

登
録
を
行
な
い
ま
す
。

尚
、
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
九
月

十
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
町
役
場
で

縦
覧
し
ま
す
か
ら
、
有
権
者
で
こ
の

選
挙
人
名
簿
の
登
録
に
つ
い
て
不
服

が
あ
る
と
き
や
誤
載
、
誤
記
が
あ
る

と
き
は
こ
の
期
間
内
に
異
議
の
申
し

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

総務課

調
査
の
趣
旨
に
つ
い
て

指
導
員

調
査
員

中
井
清
二
郎

池

田

照

雄

ノj、t尺 氏
谷野�  

F キ 名
手口ク
寛エ

溝

内

彰

子

西
原
イ
ク
エ

栗

城

初

江

山
下
チ
カ
エ

坂
脇
ハ
ル
エ

阿
部
ヨ
リ
エ

宮

本

ミ

チ

森
上
喜
代
子

池
田
フ
サ
エ

篠
塚
フ
ジ
エ

樋

口

智

寿

上

崎

照

子

上
平
カ
エ
コ

大

谷

和

恵

谷

サ

キ

コ

広
野
フ
ジ
エ

稼
勢
ハ
マ
エ

吉
岡
ミ
ヤ
エ

前
田
フ
ジ
エ

平
岡
ト
ク
エ

梯

充

岡

マ

ス

エ

棚 掛沼石今黒星星

野 谷江原山岩・ 谷谷

池

田

照

雄

寺
尾
美
代
子

橋

本

久

子

谷

脇

愛

子

山

西

康

子

吉
平
美
代
栄

大
久
保
幸
栄

毎
木
八
重
子

大
岡
ム
メ
子

生

木

容

子

宮
本
ハ
ツ
子

樫

本

豊

子

中
井
清
二
郎

ザ
部
ハ
ツ
子

溝

上

孝

子

�

 

付
、
国
勢
調
査
は
、
法
律
(
統
計
法
)

に
基
づ
い
て
五
年
ご
と
に
行
な
わ
れ

ま
す
。

口
、
国
勢
調
査
で
は
、
国
民
の
す
一
べ

て
に
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

目
、
国
勢
調
査
は
、
人
口
に
関
す
る

最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
そ
の
結
果

は
、
国
は
も
ち
ろ
ん
都
道
府
県
、
市

町
村
の
行
財
政
の
基
礎
資
料
と
し
て

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

冊
、
国
勢
調
査
で
調
べ
た
こ
と
が
ら

は
、
統
計
を
作
る
こ
と
以
外
の
目
的
、

た
と
え
ば
徴
税
や
、
犯
罪
そ
う
査
な

ど
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
は
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

回
、
今
回
の
国
勢
調
査
は
、
大
正
九

年
の
第
一
回
調
査
以
来
、
か
ぞ
え
て

半
世
紀
自
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
調

査
で
あ
り
、
そ
の
特
色
は
、
詳
細
な

調
査
結
果
を
で
き
る
だ
け
早
く
、
で

き
る
だ
け
小
地
域
別
に
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。

伸
、
国
際
連
合
の
提
唱
す
る
一
九
七
�
 

手口

O

u
l
l

n
i
l

n
i
l

n
i
2
m--

m
i
I
m--

H
1
1
 

u--
u
l
l
 

q
u
i

1
i
r
}1

I
 

i
l
 

3
1
A

つん

坂

本

，つ� 

中

山

《
�
 

横

瀬
与
川
内

ロ日
�
 

坂

本


口
 

年
世
界
人
口
セ
ン
サ
ス
の
一
環
で
す
。

横

瀬

調

査

区

地

番

号

�

 

" " I! 

お

1
1

お
1
1

f¥  

ー
高
令
者
に
し
あ
わ
せ
を
|

敬
老
年
金


こ
と
し
か
ら


勝
浦
町
で
は
こ
と
し
か
ら
高
令
者

の
方
々
に
敬
老
年
金
の
支
給
(
町
単
独

事
業
)
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
�
 た。
L

こ
の
年
金
支
給
の
目
的
は
、
官
問
令

者
の
方
々
の
長
寿
を
祝
福
し
、
町
民

の
敬
老
思
想
を
高
揚
さ
せ
る
と
と
も

に
、
高
令
者
の
し
あ
わ
せ
を
高
め
る

た
め
の
一
助
と
し
た
い
と
の
考
え
に

よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

敬
老
年
金
の
額
は
二
千
円
で
毎
年

九
月
一
日
現
在
で
満
八
十
歳
以
上
の

お
方
(
本
年
度
の
該
当
者
は
明
治
二

十
三
年
九
月
一
日
以
前
に
生
れ
た
お

方
)
に
対
し
本
人
町
申
請
に
基
づ
い

て
支
給
き
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り

ま
す
。尚

、
受
給
手
続
き
等
に
つ
い
て
は

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
の
方

々
に
と
り
ま
と
め
の
お
世
話
を
願
う

こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

長
寿
者
に
記
念
品

九れの
名ま方長
にすに寿

中星今生棚横中坂中坂坂坂贈。県を
山谷山名野瀬山本角本本本ら本知祝

れ町事福
るグコカ‘し

中 高綿斉竹山栗阿伊 久 仙 河 ' - 該 ら て
野田木藤田上域部丹保オ野手当記八

王者念十
アフ塁 コ サ ヨ 愛 モ平ウチタ号は品八

ジニハ ま 次 が 歳
ノノ郎ルタシ蔵ト吉タカネしの贈以

た-ーら」二

調
査
察
へ
の
記
入
は
十
月
一
日
現

在
で
す
。
調
査
員
が
皆
様
の
‘ご
家
庭
を

漏
れ
な
く
調
査
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
御
協
力
寄
っ
じ
く
お
願
い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
指
導
員
お
よ
び
調
査
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。

生久棚

琴

代
キ

ク

ヒ
サ
ノ

ユ
キ
ノ

与

平

兵

蔵
キ

ク

MUS04
テキストボックス
10月1日は国勢調査です
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IF惇浦地E畑地帯総合土地改良事業計車概要因1 

T軒

A
V

O
総
務
部
常
任
委
員

昭
和
四
十
五
年
第
四
回
臨
時
会
は

七
月
二
十
八
日
開
会
、
七
月
三
十
一

日
開
会
し
ま
し
た
。

-
七
月
二
十
八
日
午
後
四
時
五
十
五

分
開
会
、
古
井
議
長
か
ら
諸
般
の
報

告
、
副
議
長
の
選
挙
を
行
な
い
高
橋

肇
識
貝
が
副
議
長
に
選
ば
れ
午
後
十

時
五
十
六
分
散
会

七
月
三
十
一
日
午
前
十
時
十
五
分

開
会
、
常
任
委
員
の
選
任
を
行
い
次

の
と
お
り
さ
ま
り
ま
し
た
。

栗

城

莞

山

本

圭

一

平

忠

坪

内

正

太

郎

岡

敬

二 

み
か
ん
づ
く
り
に
水
と
道
を

勝
浦
川
総
合
開
発
で
つ
く
ら
れ
る

長
四
一

回
で
地
区
内
全
体
に
わ
た
り 

正
木
ダ
ム
の
水
を
利
用
し
て
、
み
か

ん
園
に
か
ん
水
し
、
園
地
中
腹
に
農

道
を
つ
く
り
、
近
代
的
な
「
み
か
ん

づ
く
り
」
を
行
な
う
た
め

H

畑
地
帯

総
合
土
地
改
良
事
業
を
す
す
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、
事
業
め
あ
ら
ま
し

正
木
ダ
ム
か
ら
棚
野
口
立
川
に
い

た
る
発
電
用
ト
ン
ネ
ル
か
ら
取
水
し

勝
浦
川
両
岸
に
分
水
し
延
長
三
九
十
聞

の
管
水
路
で
圏
内
ま
で
配
水
し
、
約

一
C
O
O
M
に
ス
プ
リ
ン
グ

l
ラ
ー

で
撒
水
す
る
。

農
道
は
幅
員
三

1
四
・
五
米
、
延

有
効
に
配
置
し
既
設
農
道
と
接
続
さ

せ
る
。

二
、
工
期
予
定
昭
和
四
十
六
年
度

か
ら
五
十
年
度
ま
で

三
、
事
業
費
と
負
担
の
割
合

受
益
地
区
と
農
道
位
置
が
確
定
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
事
業
費
は
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
か
ん
水
は
一 

0
ア

当
り
約
四
万
円
の
見
込
み
で
、
補

残
り
が
地
元
負
担
で
す
。
な
お
地
元

負
担
の
八
、

ら
れ
ま
す
。

O
%
は
長
期
融
資
が
受
け

四
、
効
果

み
か
ん
畑
に
ス
プ
リ
ン
タ
ー
ラ
ー

に
よ
る
、
か
ん
水
は
、
中
角
地
区
な

ど
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が

ω
樹
の
生
育
が
よ
く
な
る

助
率
は
、
国
五
O
%
、
県
二
五
%
、

m ー
ル
当
り
約
二
O
万
円
、
農
道
は
一 

¥-

f

祝

0-・、-

味
閉
幕
久
雄
若
木

高

橋

援

古

井

立

石

正

一

岡

本

照
男

山

路

保

義

中

西

晴
美

湯

浅

瀬

八

大

井

備

伊

丹

中

瀬

英

夫

吉

岡

佐

藤

寿

治

O
建
設
部
常
任
委
員

O
産
業
経
済
部
常
任
委
員

O
厚
生
部
常
任
委
貝

常
任
委
貝
選
任
後
、
古
井
議
長
、
高

橋
副
識
長
の
就
任
に
伴
い
、
特
別
委

員
の
補
充
選
任
を
次
の
と
お
り
行
な

い
ま
し
た
。

守ー �  治監

三坂生三三棚

申
し
ま
す

野

谷

孝

平

渓

上

回

シ

ゲ

リ

漢

星

。越

仁

名

大

西

昌

二

本

阿

部

大

太

郎

渓

今

川

寛

治

お
く
や
み

「

沼

江

徳
島
市

ヘ

三

渓

/
香
川
県

ヘ

三

渓

/

三

渓

佐湊 木西
結

内上

橋村

本瀬 藤

イ言，忠 昇忠 ヨ也
婚� 

子市 子男 子博

ω
隔
年
結
果
が
防
止
で
き
る

ω
収
量
が
増
加
す
る

ω
品
質
が
向
上
し
安
定
す
る

間
上
位
等
級
割
合
が
よ
く
な
る

又
、
ス
プ
リ
ン
タ
ー
ラ
ー
は
、
施

肥
や
薬
剤
撒
布
に
も
利
用
で
き
、
液

肥
施
肥
効
果
で
は

ω
肥
料
代
が
安
く
経
済
的
で
あ
る

ω
作
業
能
率
が
向
上
し
省
力
(
従

来
の 

で
き
る 

ω
隔
年
結
果
の
防
止
と
品
質
向
上

川
町
施
設
の
高
度
利
用

な
お
、
薬
剤
撒
布
で
は
、
黒
点
病


予
防
や
ダ
ニ
、
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
虫


な
ど
に
も
高
い
効
果
が
あ
げ
ら
れ
、


今
後
、
ス
プ
リ
ン
グ 

ラ
!
の
多
目


的
利
用
の
研
究
が
す
す
む
に
つ
れ
、


利
用
技
術
が
確
立
さ
れ
る
で
し
ょ
う


〈
産
業
課
〉

M
W
)

l

お
め
で
と
う

棚

野

榎

公

三

渓

山

下

浩

沼

江

新

居

悦

坂

本

谷

奥

沼

江

岡

棚

野

後

藤

中

角

谷

田

沼

江

西

上

沼

江

大

久

保

生

名

増

井

沼

江

谷

本

坂

本

河

野

博司子

由

美
隆

美

香

真
理
子章右治美裕

留 義 蔵

お
誕
生

、
福
祉
セ

ン
タ
ー
建
設
特
別

委
員

若
木

，

蜂

岡

敬

二

味

間

喜

久

雄

午
後
六
時
四
十
九
分
閉
会

O
同
和
対
策
事
業
特
別
委
員

O
庁
舎

第
四
回
臨
時
会

¥--

MUS04
テキストボックス
議会だより

MUS04
スタンプ

MUS04
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H
所
得
比
例
制
と
は

H
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シ
ン
ボ
ル
マ 

ク

を

募

集

年
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

国
民
年
金
所
得
比
例
保
険
料
の

申
請
手
続
き
は
十
月
一
日
か
ら

て
い
な
か
っ
た
期
間
一
ヶ
月
に
つ
い

て
四
五 

円
の
額
を
納
付
し
こ
の
納

O

付
が
行
な
わ
れ
る
と
そ
の
期
間
は
保

険
料
納
付
済
期
間
と
な
っ
て
こ
の
保

険
料
納
付
済
期
間
を
被
保
険
者
と
し

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
そ
の

と
き
六
五
オ
に
達
し
て
い
な
い
人
は

六
五
オ
か
ら
老
令
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
支
給
さ
れ
る
老
令
年
金
額
は

六
万
円
「
月
額
五
千
円
」
と
な
っ
て

二
席

三
席

佳
作

労
働
大
臣
賞
と
三
万
円

一
万
円

記
念
品

H

五
、
そ
の
他

婦
人
に
参
政
権
が
で
き

て
二
十
五
周
年
を
記
念

し
、
婦
人
週
間
の
シ
ン

ボ
ル
マ

l
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

用
紙
は
白
色
の
洋
紙

五
判
)

を
タ
テ
に
使
う
こ
と

(
B

期
聞
が
十
年
に
達
し
た
と
き
に
老
令

い

ま

す

。

住

民

課

で
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
規
定

2
7
l
ク
図
案
は
墨
一
色
で
描
く
こ

と

3
用
紙
の
上
三
分
の
二
に
図
案
を
描


L
き
、
下
に
住
所
、
郵
便
番
号
等
、
氏


事ー
婦人週間�  

l
名
、
性
別
、
年
令
、
職
業
、
電
話

番
号
を
横
書
き
す
る
こ
と

ι封
筒
の
左
下
部
に
「
マ
ー
ク
応
募
」

と
朱
書
す
る
こ
と

二
、
締
切
日

入
賞
作
品
は
、
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー

フ
レ 

卜
等
婦
人
週
間
刊
行
物
、

パ
ッ
チ
等
に
使
用
す
る
。

y
移
動
警
察

毎
月
一
三
日
{
但
し
土
曜
日
の
場

合
一
五
日
、
日
曜
日
の
場
合
一
四
日
}

勝
浦
町
役
場
に
お
き
ま
し
て
午
後
二

時
か
ら
四
時
ま
で
の
間
移
動
警
察
日

と
指
定
し
、
運
転
免
許
証
更
新
及
警

察
で
行
な
う
諸
手
続
が
で
き
る
事
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ
い
。

日
当
日
消

写
真
二
枚
代
金
六
五 

円

O

O

免
許
更
新
の
持
参
品

昭
和
四
五
年
九
月
二

印
有
効

会

員

証

印

鑑

(

建

設

課

)

飲
酒
運
転

を

追

放 

4

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事

F

三
、
送
り
先

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一

一
0
0

労
働
省
婦
人
少
年
局
婦
人
課

四
、
賞

一
席

労
働
大
臣
賞
と
五
万
円

ー
一
一
T

三
l

故
が
い
ぜ
ん
と
し
て
あ
と
を
た
た
ず
、

こ
れ
が
国
民
生
活
に
重
大
な
脅
威
と

な
っ
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

本
町
も
飲
酒
運
転
の
規
制
強
化
に

関
す
る
道
路
交
通
法
の
規
定
改
正
を

契
機
に
飲
酒
運
転
追
法
を
目
的
と
し

て
、
街
頭
指
導
、
町
内
広
報
、
チ
ラ

シ
等
配
布
し
町
内
に
お
け
る
飲
酒
運

転
追
放
運
動
を
実
施
し
て
い
る
現
状

で
あ
り
ま
す
。
皆
様
一
人
一
人
の
心

が
け
に
よ
れ
ば
追
放
で
き
る
は
ず
で

す
。
事
故
の
な
い
町
づ
く
り
に
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
(
建
設
課
)

勝
浦
町
明
る
〈
正
し
い
選
事
推
進
協
隣
会

こ
の

一
票
に

真
心
こ
め
て

正
し
い
選
挙
に

郷
土
も
光
る

模
範
選
挙
は

我
家
か
ら

て
の
期
間
に
か
か
る
保
険
料
納
付
済

O O

O
O

定
額
保
険
料
「
月
四
五

O
同
」
の

ほ
か
に
一
定
の
保
険
料
「
月
三
五

円
」
を
加
算
し
て
納
め
そ
れ
に

o
c
o

応
じ
て
よ
り
高
い
年
金
を
受
け
るO

制
度
で
す
。

一
、
加
入
対
象
者

所
得
比
例
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
国
民
年
金
の
加
入

者
な
ら
だ
れ
で
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
保
険
料
を

免
除
さ
れ
た
ら
所
得
の
な
い
人
及

ぴ
五
年
年
金
加
入
者
は
除
か
れ
ま

す。

二
、
所
得
比
例
保
険
料
の
納
付
希
望

を
申
し
出
る
と
一
ヶ
月
に
三
五

円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
定
額
保
険
料
と
合
わ
せ
る
と
毎

月
八 

同
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
、
受
け
る
年
金
の
額

受
け
る
年
金
は
所
得
比
例
保
険
料

を
納
め
た
期
間
「
月
数
」
に
一
八

円
を
乗
じ
た
額
が
一
般
の
老
令

年
金
に
加
算
き
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
二
五
年
間
こ
の
保
険

料
を
納
め
る
と
年
五
四
、

円
が
所
得
比
例
保
険
料
分
の
年
金

と
し
て
一
般
の
老
令
年
金
額
九
六
、

0
0
0円
に
加
算
さ
れ
合
わ
せ
て

年
一
五
万
円
「
月
額
一
二
、
五 

ま
す
。

四
、
加
入
手
続

所
得
比
例
保
険
料
の
納
付
希
望
め

申
出
は
十
月
一
日
以
降
い
つ
で
も

加
入
で
き
ま
す
か
ら
お
申
出
く
だ

き
い
。

@
十
年
年
金
の
継
続
加
入
の
申
出
は

今
月
「
九
月
三
十
日
」
限
り
で
す
。

国
民
年
金
の
十
年
年
金
の
継
続
加

入
の
申
出
は
今
月
末
で
し
め
き
ら

れ
ま
す
。

@
+
年
年
金
を
継
続
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
つ
ぎ
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一、

昭
和
三
六
年
四
月
一
日
に
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
た
も
の
で
任

意
加
入
後
に
被
保
険
者
の
資
格

を
袈
失
し
て
い
る
こ
と
。

二
、
厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
、

各
種
共
済
組
合
な
ど
他
の
年
金

制
度
め
被
保
険
者
や
組
合
員
で

な
い
こ
と
。

三、

他
の
年
金
制
度
か
ら
老
令
「
退

職
」
年
金
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
又
は
受
け
る
資
格
期
間
を
満

た
し
て
い
な
い
こ
と
又
は
受
け

る
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な

い
こ
と
。

再
び
加
入
が
認
め
ら
れ
ま
す
と

O

O 

再
び
加
入
す
る
前
の
期
間
で
国
民
年

円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

金
や
厚
生
年
金
保
険
な
ど
に
加
入
し

MUS04
テキストボックス
婦人週間　シンボルマークを募集

MUS04
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敬
称
略

岩
本

尾
花

田
尾

東
山

柳
-回

横
尾

。
勝
浦
郡
婦
連
研
修
会
の
開
催
に

つ
い
て

来
る
、
九
月
二
十
日
(
予
定
)
に

勝
浦
郡
婦
人
連
合
会
主
催
の
、
昭
和

四
十
五
年
度
勝
浦
郡
婦
連
研
修
会
を

上
勝
町
福
川
の
武
道
会
に
お
い
て
行

い
ま
す
の
で
婦
人
会
員
の
み
な
さ
ん

は
多
数
御
出
席
下
き
い
。
尚
、
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。

研
修
課
題

激
動
す
る
社
会
に
あ
っ
て
、
家
庭
、

職
場
に
お
け
る
婦
人
と
し
て
の
在
り

方
等
を
中
心
に
、
講
演
や
お
互
い
の

話
し
合
い
を
通
し
て
主
婦
と
し
て
、

又
、
婦
人
と
し
て
い
か
に
あ
る
べ
き

か
を
求
明
し
て
ゆ
く
。
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
民
括
、
踊
り
を

行
い
ま
す
。

尚
、
当
日
は
貸
切
り
パ
ス
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
明
細
な
点
に
つ

き
ま
し
て
は
支
部
長
さ
ん
を
通
し
て

後
日
改
た
め
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

。
昭
和
四
十
五
年
度
勝
名
地
区

青
年
学
級
圏
内
研
修
を
九
月
二
日 
1

七
固
ま
で
の
間
国
立
阿
蘇
背
年
の
家

に
お
い
て
実
施
し
ま
す
が
、
本
町
青

年
会
か
ら
は
、
択
の
〈
達
が
代
表
と

し
て
参
加
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

今
岡
き
よ
の

大

西

孝

代

島

博

子

二
階
堂
加
代

畠
固
ま
ゆ
み

山

口

早

苗

。
県
青
年
大
会

若
人
の
祭
典
で
あ
る
恒
例
の
膏
年

大
会
が
次
の
日
程
に
よ
り
行
な
わ
れ

ま
す
。
郷
土
の
栄
佐
官
を
担
っ
て
堂
々

出
場
す
る
選
手
諸
君
の
御
健
闘
を
町

民
の
み
な
さ
ん
一
丸
と
な
っ
て
祈
念

し
当
日
は
多
数
御
声
援
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

O
芸
能
文
化
の
部
九
月
六
日

内
町
小
学
校 

0
陸
上
の
部
九
月
二
十
日

ll
西
ノ
丸
競
技
場

尚
、
本
町
関
係
の
郡
代
表
者
は
次

の
通
り

a

芸
能
文
化
の
部

コ
ー
ラ
ス

指

揮

中

山

智

進

伴

奏

富

井

悦

平

課

題

曲

秋

を

呼

ぶ

歌

自

由

曲

森

の

教

会

中

瀬

博

文

松

田

ミ

ナ

エ

河

野

敬

三

桂

木

よ

し

み

岡

敏

夫

福

良

質

美

小

山

智

之

大

西

定

子

花

岡

ふ

み

よ

柴

田

君

代

竹

田

麻

里

子

花

岡

賀

代

子

榊

原

光

恵

早

川

加

枝

子

陸
上
球
技
の
部

男
子
パ
レ 

監

笹

山

田

善

章


河

野

敬

三 

大

西

一

司


中

瀬

博

文

岩

本

治


定

作

均

奥

口

喜

久

一


細

谷

正

一

中

山

智

進


鈴

木

幸

男

柳

田

義

博


小

西

克

也


女
子
パ
レ 

二
階
堂
加
代

阿

竹

順

子

花
岡
ふ
み
よ

榊

原

光

恵

林

千

恵

美

山

口

早

苗

中

野

公

子

谷
口
千
恵
美

大

西

定

子

滝

本

明

子

柴

田

君

代

陸

上押

莱

親

衛

秋

成

昇

岸

野

洋

子

畠
田
ま
ゆ
み

剣

道

田

中

潤

石

本

輝

夫

柔

道

横

尾

和

幸

書
道
桂
木
よ
し
み

手
芸
早
川
加
枝
子

福
良
貧
美

竹
田
麻
里
子

絵
画
桑
村
み
ち
え
中
山
智
之

。
第
九
回
県
青
年
学
級
体
育
大

会
に
お
い
て
勝
浦
チ 

ム
第
三
位
に

l 前:f5:
雲議

岸 坂 福
井回

降
は
標
記
の
保
険
者
証
は
一
切
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
つ
い
て

遺
族
会

は
、
勝
浦
町
国
民
健
康
保
険
、
又
は

徳
島
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

青
年
部
結
成

(
幸
町
三
丁
目
)
徳
島
建
設
産
業
国

民
健
康
保
険
組
合
(
中
前
川
町
四
丁

厚

生

課

目
)
の
い
ず
れ
か
に
加
入
し
な
け
れ

終
戦
後
早
く
も
二
十
五
年
が
経
過

ば
な
り
ま
せ
ん
。
(
九
月
十
四
日
ま

尊
い
人
命
を
犠
牲

J

で
に
手
続
を
完
了
が
必
要
で
す
。
)
尚

と
さ
れ
た
方
へ
の
ご
恩
も
、
ゃ
、
も

す
で
に
、
徳
島
県
建
設
国
民
健
康
保

す
れ
ば
忘
れ
が
ち
の
今
日
。
日
本
遺

険
組
合
、
徳
島
建
設
産
業
国
民
健
康

族
会
、
県
遺
族
会
の
指
導
の
も
と
に

保
健
組
合
、
社
会
保
険
等
に
加
入
さ

新
体
制
に
よ
る
青
年
部
が
、
き
る
八

れ
て
い
る
方
は
、
厚
生
課
国
保
係
ま

月
三
十
一
日
、
戦
没
者
の
遺
児
ま
た

で
ご
報
告
下
さ
い
。

は
こ
の
部
会
に
賛
同
す
る
者
で
結
成

発
足
す
る
こ
と
に
な
り
左
記
の
役
員

野
犬
一
掃

青

年

部

長

仲

田
豊
光 

運
動
に
つ
い
て

副

部

長

谷

尻

亨

連
絡
貝
瀬
戸
正
彦
、
森
山
義
則

九
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
迄
、

長
町
豊
秋
、
吉
本
勉

全
県
的
に
、
犬
に
よ
る
こ
う
傷
事
故

谷

尻

亨

、

吉

守

孝

及
び
農
作
物
、
家
畜
等
の
被
害
発
生

な
お
こ
の
際
、
遺
児
名
簿
を
作
成
、

を
防
止
す
る
為
、
特
に
期
間
を
定
め

組
織
を
強
化
し
た
い
の
で
遺
児
の
方

て
野
犬
の
一
掃
及
び
野
犬
化
防
止

の

は
連
絡
員
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

為
、
正
し
い
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て

行
わ
れ
ま
す
の
で
次
の
事
項
に
御
協

あ

と

繍 

も

力
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
不
用
犬
の
引
取
り
町
役
場
で

み

き
 

野
犬
及
ぴ
不
用
犬
の
引
取
り
を
し


台
風
の
災
害
お
見
舞
を
申
し

ま
す
(
印
鑑
持
参
一
頭
ニ 

あ
げ
ま
す
。

二
、
法
に
基
づ
く
飼
い
犬
の
登
録

同
)


広
報
「
か
っ
、
つ
ら
」
九
月
号


狂
犬
病
予
防
注
射


を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。


三
、
必
ず
係
留
す
る
こ
と
(
期
間
を

勝
浦
町
の
動
き
を
、
そ
し
て

と
わ
ず
放
し
飼
い
犬
は
補
獲
し
ま

町
民
の
生
活
に
必
要
な
こ
と
を

す
。
)


お
知
ら
せ
す
る
よ
う
努
力
し
て


い
ま
す
。

間
圃
固

新
し
い
企
画
、
よ
り
よ
い
内


前
号
に
掲
載
し
ま
し
た
、
観
光
協


容
を
も
り
こ
む
た
め
に
、
皆
様

会
理
事
の
、
谷
尻
松
雄
氏
は
、
星
谷

の
御
意
見
、
御
要
望
を
お
寄
せ

寺
中
西
恭
雄
氏
の
あ
や
ま
り
で
し
た

く
だ
さ
い
。

の
で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

O
O

M

W
JOA

、、司，ー

、
にノ

順
一

芳
久

久
子

戦
争
の
恐
怖
や 

夫 ・萱

を
選
任
し
た
。

H

入
賞
。去

る
八
月
三
十
日
徳
島
一中
学
校

グ
ラ
ン
ド
に
て
行
な
わ
れ
た
第
九

回
県
青
年
学
級
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
で
各
郡
市
代
表
十
三
チ
ー

ム
の
間
で
熱
戦
を
く
り
広
げ
た
結
果
、

勝
浦
チ 
l
ム
は
徳
島
市
チ
ー
ム
を
お

さ
え
て
第
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

日
雇
労
働
者
健
康
保
険

の
擬
制
適
用
廃
止
に
伴

う
事
務
手
続
に
つ
い
て
.

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

該
当
者
の
方
に
ご
通
知
い
た
し
て
あ

り
ま
す
が
、
五
月
三
十
一
日
限
り
廃

止
さ
れ
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
受
給

資
格
者
票
に
確
認
印
の
あ
る
場
合
は

八
月
三
十
一
日
ま
で
従
来
の
取
り
扱

い
と
同
じ
で
し
た
が
、
九
月
一
日
以

和義清
幸博1等俊滑修
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